
さしまスローライフ （埼玉県） ［学校・児童との強い絆で、子供の安全と非行防止］

団体の概要

「子供からお年寄りまで活発に交流する地域づくり」
「地域の絆で犯罪のない明るいまちづくり」を目的に老
人会として発足して11年経ちます。現在の会員数は
328名。奉仕活動、老人施設への訪問、環境美化活動
などを行っています。その老人会の中に学校応援団が
あり、その中で防犯活動の取組をしています。

活動内容

○スクールガード活動
全校生徒630名の差間小学校の児童の登下校の見

守り・あいさつを、天候を問わず全ての登校日に町内
約20カ所で27、8名の会員が実施しています。
子どもたちと毎日顔を合わせることで、絆が日々強

まっていくのを感じています。遅れている子がいればそ
の子を待ち、最後の１人まで安全に学校に行けるよう、
付添いをしています。
自主的活動として行っているので、会員はベストと

ジャンパーを自己負担で購入します。地域の資金支援
は受けておりません。

○安全探検サポート
小学校と連携し、 学校の安全教室をサポートしてい

ます。年に３回、全校生徒と一緒に、地域の危険な場
所や人目のない場所を実際に歩きながら、じいちゃん、
ばあちゃんの目線で「安全」を子どもたちに指導・説明
しています。

○学校行事支援活動
児童との絆を深め、顔を知ってもらうために、小学校

の行事に積極的な支援を行っています。
小学校のクラブ活動の一つであるグランドゴルフ部の

指導（年20回）のほか、運動会・長距離走大会の応援、
昔あそび教室の支援、ふれあい給食会への参加、防
災訓練・音楽会・卒業を祝う会への参加、入学直後の1
年生との交流会を行っています。
また、毎月１回、朝に通学路等の清掃を実施していた

ところ、それを知った小学校の校長先生から「ぜひ児童
も清掃活動に参加させて欲しい」との依頼があり、以降、
年３回、全校児童と共同で公園の清掃を行っています。
これらの活動の際にも、ベストかジャンパーを着用し

ます。

スクールプラン「深く考える子、思いやりのある子、明
るく元気な子」をモットーとしている学校に、私たちは年
間相当数、伺っています。今、学校との交流・つながり
が大きくなっています。
そして、子どもたちが声を掛けてくれたり、感謝の手

紙をくれることが、活動の源、励みになっています。



さしまスローライフ （埼玉県）

駿河台の大学生が、私たちの防犯活動についてビデオを制作してくれました。このＶＴＲは、様々な機会
に上映してもらっています。

【ＶＴＲ上映】
*活動の意義についてインタビュー
「『家から一歩出よう。隣に先に挨拶しよう』がスローガン。（中略）
地域で、私どものように強制することなく、自主参加でやっていただくのが一番いいのかと思います。そう

すると、子どもたちもおじいちゃん、おばあちゃんになついていただいて。（中略）
何かの会を作るとかではなく一人でも、自分の家の前を子どもが通ったときに、『おはよう』『行ってらっ

しゃい』の一言を掛けられる。その気持ちが一番いいのかなと思っています。」

また、子どもが犯罪に手を染めてしまうことを防ぐための
行動もしています。
例えば、スーパーで子どもたちが興味本位で手に取った

商品をうっかりレジを通らずに外に持って出てしまった、気
が付けば万引きをしていた、ということを防ぐため、スー
パーで子どもに出会った時は、「こんにちは」「今日、天気
いいな」「お昼ちゃんと食べた？」などと、一声掛けるように
しています。その一声で、手に取った商品に集中していた
興味をそらすことができ、ひいては万引きを防ぐことができ
るのではないかと思っています。
子どもたちが犯罪に巻き込まれないというのは、私ども

の願いです。

私達の団体の活動は、テレビで紹介されたり、地方新聞
にも何度か掲載されたり、数々の行事に参加していますの
で、保護者にも、さしまスローライフの活動内容を知っても
らえるようになりました。スーパーなどで出会うたびに、「い
つもありがとうございます」の言葉が最近よく聞かれるよう
になり、感謝しています。それが、私たちの励みと思ってい
ます。
活動を知られることは、若い方の参加も促すことになって

います。若い方には、老人会の賛助会員として、高齢者を
サポートしていくという形で、会費を払って入っていただき、
このジャンバーも買ってもらいます。現在一番若い方で、
45歳の方が登録しています。これは、私たちが目指してい
る形で、人数がどんどん増えています。

ここ何年間、差間小学校の地区に関しては、犯罪、不審者の声掛け、交通死亡事故がゼロです。これは
喜ばしいことで、これをずっと続けていきたいと思っています。
また、マスコミの力を借りて、「この地域には『さしまスローライフ』という防犯ボランティアがいるんだ」とい

うことが、犯罪を起こそうとする人の耳に入り目に止まれば、防犯につながると思います。
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